


・欧州地域向けの自動車関連部品や、アジア向けの電子部品、
半導体関連の輸出が、引き続き好調に推移。



・「単体 航空」が、利益の伸長に大きく貢献。「アカウント」も利益伸長。

・自動車、鉄道、倉庫等を主に取り扱う「単体 その他」は、外注費や燃油費等の
上昇に加え、各種災害による影響も受けたが、前同並み。

・「国内 連結会社」は、外注費や燃油費の上昇はあったが、数量増加と適正料金の
収受により、利益が伸長。

・「単体 本社」では、ＩＴシステム関連費用の５億円増加、前年の特殊要因の反動による
８億円のマイナスの影響、賞与増、昇給等の従業員還元による人件費増加、
シェアードサービスセンターの運用等、費用が増加。
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・人件費は、２Ｑ単四半期では、退職給付費用の減少が３億円あったが、
賞与の増額や昇給等により増加。

・航空利用費は、スポット貨物を中心とした輸出貨物の数量増等、
船舶利用費は、設備等の輸出貨物の数量増により、それぞれ増加。

・鉄道利用費は、西日本豪雨の影響により、鉄道貨物輸送が落ち込んだ結果、
大きく減少。
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・外注費は、２Ｑから、傭車費の増加が顕著。

・１Ｑまでは、売上高の増加の範囲でほぼコントロールできていたが、
２Ｑは、西日本豪雨の影響により、鉄道からトラックへの切り替えが急増。
加えて、飲料の輸送などのピークシーズンと重なった結果、
トラック業者側の燃油費の上昇も加わり、売上の伸びを超えて上昇。
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